
情
緒
が
人
間
の
重
要
な
価
値
（
２
０
２
４
・
２
・
８
） 

  

奇
才
と
表
現
で
き
る
よ
う
な
能
力
の
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
学
者
レ
イ
・
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
が
二
〇
〇
五
年
に
出
版
し
た
大
部
の

著
書
『
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
は
間
近
』（
邦
訳
『
ポ
ス
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
誕
生
』
）
は
急
速
に
能
力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
人

工
知
能
が
二
〇
四
五
年
に
な
る
と
人
類
全
体
の
脳
力
の
合
計
を
上
回
る
と
予
測
し
、
そ
の
時
点
を
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
（
技

術
的
特
異
点
）
と
名
付
け
て
話
題
に
な
っ
た
。 

 

そ
れ
と
は
視
点
が
相
違
す
る
が
、
二
〇
一
三
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
二
人
の
学
者
が
共
同
で
「
情
報
技
術
が
消
滅
さ
せ
る
職
業
」

と
い
う
論
文
を
発
表
し
、
現
在
の
社
会
に
存
在
す
る
約
九
〇
〇
の
仕
事
が
二
〇
三
〇
年
に
も
存
続
し
て
い
る
確
率
を
計
算
し

た
。
反
対
の
視
点
か
ら
表
現
す
れ
ば
人
工
知
能
な
ど
の
情
報
技
術
に
よ
っ
て
人
間
の
仕
事
が
駆
逐
さ
れ
る
確
率
で
あ
る
。 

 

数
例
を
紹
介
す
る
と
、
消
滅
す
る
仕
事
は
通
信
販
売
、
情
報
調
査
、
時
計
修
理
、
税
務
処
理
、
保
険
引
受
な
ど
で
あ
り
、

存
続
す
る
仕
事
は
危
機
管
理
、
精
神
治
療
、
余
暇
療
法
、
職
業
相
談
、
口
腔
外
科
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
一
〇
年
間
で
技
術
は

急
速
に
進
歩
し
て
い
る
の
で
変
化
は
あ
る
に
し
て
も
、
人
間
と
人
間
の
関
係
で
成
立
す
る
仕
事
は
存
続
で
き
る
と
い
う
傾
向

に
あ
る
。 

 

二
〇
一
七
年
に
は
ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
の
学
者
が
「
人
工
知
能
が
人
間
の
能
力
を
代
替
す
る
時
期
」
と
い
う
論
文
を
発

表
し
た
。
原
稿
朗
読
、
演
説
原
稿
代
筆
、
自
動
翻
訳
は
二
〇
二
四
年
に
代
替
、
自
動
運
転
、
流
行
音
楽
作
曲
は
二
〇
二
七
年
、

流
行
小
説
執
筆
は
二
〇
四
九
年
、
外
科
手
術
が
二
〇
五
三
年
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
仕
事
を
代
替
す
る
時
点
は
二
〇
六
一
年

に
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
予
測
に
共
通
す
る
特
徴
は
現
実
が
予
測
よ
り
先
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
で
は
一
部
を
人
工
知
能
に
よ
る
合
成
音
声
で
放
送
し
て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
に
は
英
語
の
能
力
検
定
の
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
人

工
知
能
が
九
〇
〇
点
を
突
破
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
解
の
比
率
が
九
〇
％
以
上
で
、
受
験
者
数
の
四
％
程
度
し
か
達
成
で
き

な
い
能
力
で
あ
る
。 

 

自
動
運
転
で
先
行
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
は
一
部
の
地
域
で
「
レ
ベ
ル
４
」（
特
定
の
条
件
の
環
境
で
人
間
が
関
与
し
な
い

自
動
運
転
）
の
技
術
を
使
用
し
た
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
が
運
行
さ
れ
て
い
る
し
、
日
本
で
も
過
疎
地
域
や
高
速
道
路
な
ど
限

定
さ
れ
た
場
所
で
の
「
レ
ベ
ル
４
」
が
認
可
さ
れ
、
一
部
の
地
域
で
は
昨
年
か
ら
自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。 

 

そ
し
て
最
初
に
紹
介
し
た
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
に
接
近
し
て
き
た
の
が
二
〇
二
二
年
か
ら
登
場
し
た
「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ

Ｔ
」
に
代
表
さ
れ
る
生
成
人
工
知
能
で
あ
る
。
現
状
で
は
完
全
で
は
な
い
に
し
ろ
、
ど
の
よ
う
な
質
問
に
も
返
答
す
る
技
術

は
カ
ー
ツ
ワ
イ
ル
が
予
言
し
た
二
〇
四
五
年
の
状
況
を
二
〇
年
近
く
前
倒
し
で
実
現
し
て
お
り
、
人
間
の
役
割
の
再
考
が
要

求
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
対
処
す
る
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
発
想
の
根
底
は
情
報
か
ら
情
緒
へ
の
移
行
で
あ
る
。
情
報
理
論
が

処
理
す
る
情
報
は
所
有
す
る
人
間
が
少
数
で
あ
る
ほ
ど
価
値
が
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
が
、
人
気
小
説
や
人
気
音
楽
の
よ
う
に

共
感
す
る
人
数
が
多
数
に
な
る
ほ
ど
価
値
が
増
大
す
る
性
質
の
あ
る
情
報
が
あ
る
。
こ
れ
を
情
緒
と
名
付
け
て
検
討
し
て
み

る
。 

 

こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
新
規
の
音
楽
や
小
説
は
情
報
と
し
て
測
定
す
れ
ば
価
値
が
あ
る
が
、
多
数
の
人
々
が
共
感
し

な
け
れ
ば
情
緒
と
し
て
の
価
値
は
低
位
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
今
後
、
技
術
が
進
歩
し
て
も
人
間
が
分

担
す
る
役
割
の
比
重
は
情
緒
に
移
行
す
る
。
教
育
の
基
礎
と
し
て
は
情
報
理
論
が
重
要
で
あ
る
が
、
情
報
と
人
間
と
の
関
係

を
理
解
す
る
情
緒
理
論
が
よ
り
重
要
に
な
る
。 


